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[主張]　青年の道――ま違つた強がりと見榮を排せ[footnoteRef:1] [1:  この文章は一部「わかちがき」がなされている。] 


　まづ第 (だい)一に日本人 (につぽんじん)の徳 (とく)となるものは うやうやしさ、つゝましやかさである。長 (てう)上 (じやう)の前 (まえ)に あるときの態 (たい)度 (ど)であるが、われわれは どんな場 (ば)合 (あひ)にも、この態 (たい)度 (ど)を 保 (たも)たまほしきものである。若 (も)しわれわれが、何時 (いつ)如何 (いか)なる 塲 (ば)所 (しよ)に於 (お)いても、神 (かみ)の御前 (おんまへ)にあることを 忘 (わす)れなかつたならば、このうやうやしさ、つゝましやかさを 失 (うしな)はぬであらう。そして所 (ところ)構 (かま)はず、痰 (たん)を吐 (は)くとか、ふしだらなざまを しないであらう。かく『獨 (ひとり)を慎 (つつし)む』ことが 板 (いた)に付 (つ)けば、顔 (かほ)形 (かたち)から言 (げん)語 (ご)動 (どう)作 (さ)から、一種の神 (こう)々しさを發 (はつ)するやうになつて、實 (じつ)に奥 (おく)床 (ゆか)しく頼 (たの)もしい威儀 (いぎ)を備 (そな)へるやうになる。
　ところが青 (せい)年 (ねん)の多 (おほ)くは見 (み)掛 (か)けからして だらしがなくて、高 (こう)慢 (まん)ちきで、落 (おち)着 (つ)きがなく 顔 (かほ)色 (いろ)もものごしも、言 (こと)葉 (ば)遣 (つか)ひも野 (や)卑 (ひ)で品 (ひん)がない。この儘 (まま)で年 (とし)を 取 (と)つたならば、決 (けつ)して尊 (そん)敬 (けい)さるべき父 (ちゝ)や長 (てう)上 (じやう)にはなれないであらう。恰 (あたか)も永 (えい)遠 (えん)の醉 (よつ)拂 (はら)ひのやうであり、その顔 (かお)は 馬 (ば)鹿 (か)面 (つら)でなければ、悪黨面 (あくとうづら)となるのである。
　活 (くわつ)潑 (ぱつ)とは決 (けつ)して だらしないことでもなければ、生 (なま)意気 (いき)や亂暴 (らんぼう)なことではない。平 (へい)素 (そ)は實 (じつ)に落 (おち)着 (つ)いて、うやうやしくて、虔しやかな人 (ひと)こそ、なすべきこと、なすべき場 (ば)合 (あひ)と信 (しん)じた時 (とき)には、火 (ひ)の中 (なか)水 (みづ)の中 (なか)でも平 (へい)氣 (き)で潜 (もぐ)り、躊 (ちう)躇 (ちよ)逡 (しゆん)巡 (じゆん)することもなければ、びくびくと 煮 (に)え切 (き)らないといふこともない。實 (じつ)にしつかりと、きつぱりと、あつさりと、疾 (しつ)風 (ぷう)迅 (じん)雷 (らい)の如 (ごと)く やつてのけるのであるが、これこそ眞 (しん)の活 (くわつ)潑 (ぱつ)とはいふのである。
　神佛 (しんぶつ)を信 (しん)じ、或 (あ)る理 (り)想 (そう)を懐 (いだ)き、一つの道 (みち)に從つて驀進 (ばくしん)する人 (ひと)で あつてこそ、かゝるうやうやしさ、つゝましやかさと 同 (どう)時 (じ)に健 (けな)氣 (げ)な活 (くわつ)潑 (ぱつ)さを示 (しめ)すことが出 (で)來 (き)る。徒 (いたづら)に見 (み)榮 (え)を張 (は)り、強 (つよ)がりを言 (い)ひ、一寸 (ちょつと)したことにも喧嘩 (けんか)腰 (ごし)になるやうな、横 (わう)着 (ちやく)者 (もの)は ブリキ人 (にん)形 (げう)のやうなもので、見 (み)掛 (かけ)は強 (つよ)さうでも、少 (すこ)し手 (て)硬 (ごわ)い目 (め)に逢 (あ)つたが 最 (さい)後 (ご)、ぺちやんこにへこんで しまふものである。信 (しん)心 (じん)と理 (り)想 (そう)と修 (しう)行 (ぎやう)、これあつて、はじめて眞 (しん)に強 (つよ)い人 (ひと)となるものだ。
　日 (につ)本 (ぽん)人 (じん)の特 (とく)徴 (ちよう)は、神 (かみ)を敬 (うやま)ふことである。神 (かみ)を敬 (うやま)ふ道 (みち)は 明 (あか)き、清 (きよ)き心 (こころ)なのだ。明 (あか)き清 (きよ)き心 (こころ)は、いつはりを 許 (ゆる)さず、不潔 (ふけつ)を許 (ゆる)さず、ふしだらを許 (ゆる)さず、空 (から)威 (い)張 (ば)りや、 人 (ひと)をなめることを許 (ゆる)さない。しかも惡 (あく)や不 (ふ)正 (せい)に對 (たい)しては毅 (き)然 (ぜん)として 憤 (ふん)然 (ぜん)として、決 (けつ)して一歩 (ぽ)も退 (しりぞ)かないことを命 (めい)ずるものである。至 (し)誠 (せい)、至 (し)忠 (ちう)は この明 (あか)き清 (きよ)き心 (こころ)より發 (はつ)するものであるが、この心 (こころ)の持 (も)ち主 (ぬし)の特 (とく)色 (しよく)は、實 (じつ)にうやうやしさと つゝましやかさである。
　間違 (まちが)つた強 (つよ)がりや、見 (み)榮 (え)に毒 (どく)されつゝある今日 (こんにち)の青年 (せいねん)の反省 (はんせい)を望 (のぞ)む。
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